（様式２）
　　令和６年度岩手県介護従事者確保事業費補助金事業計画書

	補助事業者名
	○○○協会

	事業区分
	新人介護職員指導者支援事業


１　事業目的

（事業実施の目的を記載してください。）
例：新人職員が早期に職場に適応し、チームの一員として質の高い介護サービスの提供に貢献できる人材としてやりがいを感じながら働き続けることができる環境を整備するため、新人職員を支える組織体制の構築手法やＯＪＴ・ティーチングなど職員育成に係る基本的な知識・技術の習得機会の提供により、介護人材の育成・定着を促進する。
２　事業内容
　（対象者、回数、場所、定員など実施内容をできるだけ具体的に記載してください。）
例：職員定着支援セミナーの開催
　　　　対象者・内容：①管理者を対象とした、職員定着支援の体制構築手法、支援の具体的な進め方等に関する講義及び演習
　　　　　　　　　　　②育成担当職員（中堅クラスを想定）を対象とした、育成担当職員の役割や指導・育成手法に関する講義及び演習
　　　　場所：○○、○○、○○、○○（半日、各○回、各回定員○名）
　　　　講師予定者：株式会社○○○　　○○氏、○○福祉会　　○○氏
３　事業実施体制

　（関係機関等との事業実施に向けた合意形成や実施体制の状況、各種計画や構想に関係する事業はその位置づけについて記載してください。）例：○○協議会と連携して実施する事業であり、○○協議会の内諾を得ている。

　　　○○計画に○○を位置付けている。
４　事業効果

（事業目的に照らし、数値指標を用いるなど、可能な限り定量的かつ具体的に記載してください。）
例：本事業を実施することにより、○○の醸成及び○○の取組が促進され、離職率が最大○％まで改善する事業効果が期待される。

５　事業実施スケジュール

　着手（予定）日：　例：令和６年７月○日　　　完了（予定）日：　例：令和７年２月○日
	実施内容
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	○○○○
	
	
	
	○○
	
	
	○○
	
	
	
	○○
	

	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	○○
	
	
	○○
	

	○○○○
	
	
	
	○○
	
	
	
	○○
	○○
	○○
	○○
	


　※　行が不足する場合は適宜追加すること。
６　事業費及び補助金所要額

	項目
	金額（円）又は補助率
	積算内訳

	総事業費　計 A=B+C
	○○○○○
	

	　
	補助対象経費 B
	○○○○○
	

	　
	
	（内訳　費目ごとに記載）
	○○○
	
例：講師謝金　○○円×○時間×○回＝○○○円

	　
	
	
	○○○
	講師旅費　　○○円×○回＝○○○円

	
	
	
	○○○
	　　会場使用料　○○円×○回＝○○○円

	　
	
	
	
	

	
	補助対象外経費 C
	○○○
	

	
	
	（内訳　費目ごとに記載）
	○○○
	例：○○費　○○円×○人×○回＝○○○円

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	寄附金その他の収入額 D
	○○○
	

	事業費差額 E=A-D
	○○○○○
	

	補助対象事業費 F
	○○○○○
	BとEを比較して少ない方の額

	補助率 G
	10/10（又は1/２）
	

	補助金所要額 H=F×G
	○○○○○
	千円未満切捨て


　※　行が不足する場合は適宜追加すること。

注）　本紙は事業区分ごとに別葉で作成すること。

記載例





交付決定予定日以後に着手する計画としてください





計算方法、補助率等は交付要綱第２及び別表第１を御確認ください





Gについて


補助率は交付要綱別表第１を御確認ください





Hについて


補助基準額の上限額が設けられている事業区分の場合は、Hの金額と上限額を比較して少ない方の額を記載してください。（補助基準額の上限額は、交付要綱別表第１を御確認ください。）









